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平
安
期
の
「
怯
」
の
訓
タ
モ
ト

1
『
今
昔
物
語
集
』
の
捨
て
仮
名
付
き
の
「
怯
ト
」
を
め
ぐ
っ
て
ー

安栗

原
さ
よ
子

部
清
哉

［
キ
ー
ワ
ー
ド
　
①
訓
釈
　
②
「
挟
」
「
怯
ト
」
「
袖
」
　
③
捨
て
仮
名
　
④
字
鏡
抄
・
字
鏡
集
　
⑤
ソ
デ
・
タ
モ
ト
］

1
．
は
じ
め
に
　
～
要
旨
～

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
き
よ

　
『
今
昔
物
語
集
』
（
以
下
、
『
今
昔
』
）
に
は
、
「
怯
」
の
字
が
三
箇
所
に

み
ら
れ
る
。

　
［
一
］
巻
二
三
・
一
五
話
　
歎
冬
ノ
衣
ノ
怯
ト
吉
ク
被
曝
タ
ル
ヲ
着
テ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
注
1

（
新
大
系
・
旧
大
系
・
旧
全
集
）

　
［
二
］
巻
二
六
・
一
七
話
　
桧
ヨ
リ
手
ヲ
出
シ
テ
（
新
大
系
・
旧
大

系
・
旧
全
集
・
新
全
集
）

　
［
三
］
巻
二
八
・
七
話
　
怯
ヨ
リ
肱
ヲ
取
出
シ
テ
（
新
大
系
）

こ
れ
ら
の
訓
は
ソ
デ
と
タ
モ
ト
で
ゆ
れ
が
あ
る
。
従
来
の
注
釈
で
は
、

「
怯
」
の
訓
を
類
聚
名
義
抄
、
色
葉
字
類
抄
を
根
拠
に
ソ
デ
と
よ
ま
せ
る

立
場
が
あ
る
一
方
、
『
今
昔
』
の
捨
て
仮
名
の
「
ト
」
や
後
代
の
傍
訓
か

ら
タ
モ
ト
と
よ
む
立
場
も
あ
る
。
し
か
し
タ
モ
ト
と
よ
む
こ
と
に
つ
い
て

は
、
類
聚
名
義
抄
、
色
葉
字
類
抄
に
訓
が
見
ら
れ
ず
、
確
証
が
得
ら
れ
な

い
の
が
現
状
で
あ
る
。
と
こ
ろ
で
、
鎌
倉
初
期
の
字
鏡
抄
・
字
鏡
集
（
以

下
、
字
鏡
と
統
一
的
に
呼
ぶ
）
諸
本
で
は
、
「
怯
」
の
字
は
ソ
デ
と
も
タ

モ
ト
と
も
よ
ま
れ
う
る
と
い
う
事
実
が
あ
る
。
本
稿
で
は
こ
の
点
に
注
目

し
つ
つ
、
「
桧
」
が
タ
モ
ト
と
訓
じ
ら
れ
る
ま
で
の
、
漢
字
「
怯
」
と
タ

モ
ト
訓
と
の
関
連
に
つ
い
て
、
古
辞
書
を
中
心
に
考
察
し
て
み
た
い
。

　
『
今
昔
」
の
漢
字
部
分
の
訓
み
は
、
類
聚
名
義
抄
・
色
葉
字
類
抄
の
訓

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
注
2

か
ら
あ
る
程
度
う
か
が
え
る
の
だ
が
、
字
鏡
は
、
『
今
昔
』
成
立
よ
り
遅

く
、
『
今
昔
』
の
訓
と
の
資
料
的
な
関
連
性
を
示
す
の
は
難
し
い
。
し
か

し
、
鎌
倉
初
期
に
「
怯
」
の
訓
と
し
て
タ
モ
ト
も
定
着
し
て
い
た
こ
と
を

考
慮
す
る
と
、
『
今
昔
」
執
筆
当
時
は
タ
モ
ト
が
定
着
は
し
て
い
な
か
っ

た
に
せ
よ
、
よ
ま
れ
う
る
訓
と
し
て
筆
者
及
び
一
般
に
意
識
さ
れ
始
め
て

い
た
可
能
性
が
あ
る
。
し
た
が
っ
て
巻
2
3
の
捨
て
仮
名
つ
き
の
例
「
怯

ト
」
は
、
『
今
昔
』
の
筆
者
が
あ
え
て
ソ
デ
と
区
別
し
、
タ
モ
ト
と
よ
ま

せ
た
い
が
た
め
に
行
っ
た
も
の
と
推
測
す
る
こ
と
が
可
能
と
な
る
こ
と
を
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論
じ
る
。

　
以
下
、
『
今
昔
』
で
の
「
怯
」
の
用
法
と
読
み
を
、
諸
注
釈
に
よ
っ
て

検
討
し
、
つ
い
で
、
古
辞
書
に
よ
っ
て
、
「
被
」
と
関
連
す
る
「
袖
」

「
挟
」
の
訓
と
を
比
較
検
討
し
て
い
く
こ
と
に
す
る
。

　
　
　
2
．
『
今
昔
』
の
「
怯
」
が
現
わ
れ
る
箇
所
及
び
校
異

　
ま
ず
、
新
旧
大
系
、
新
旧
全
集
及
び
集
成
の
う
ち
、
い
ず
れ
か
で

「
怯
」
が
み
ら
れ
る
箇
所
を
注
と
共
に
掲
げ
る
。

［
＝
巻
二
三
・
一
五
話
（
捨
て
仮
名
つ
き
の
例
）

　
　
　
や
ま
ぶ
き
　
　
　
　
　
　
医
I
I
ー
　
　
　
　
さ
ら
さ
れ

　
（
1
）
歎
冬
ノ
衣
ノ
怯
卜
吉
ク
被
曝
タ
ル
ヲ
着
テ
（
新
大
系
三
五
二
頁
、

　
　
　
旧
大
系
二
五
一
頁
、
ル
ビ
は
新
大
系
に
よ
る
。
）

新
大
系
注
　
「
卜
」
は
「
怯
」
の
捨
仮
名
。
宇
治
拾
遺
「
杉
」
。
底
本
傍
注

も
同
じ
。
汗
取
り
の
ひ
と
え
か
。

旧
大
系
注
一
普
通
ソ
デ
と
よ
む
字
だ
が
、
妓
で
は
通
じ
な
い
。
B
本
「
杉
」
、

丹
本
「
糸
」
に
作
る
。
宇
治
「
山
吹
の
絹
の
杉
よ
く
」
。

　
　
　
や
ま
ぶ
き
　
　
き
ぬ
　
　
た
も
　
　
よ
　
　
　
さ
ら
さ
れ
　
　
　
　
　
　
き

　
（
2
）
歎
冬
ノ
衣
ノ
怯
ト
吉
ク
被
曝
タ
ル
ヲ
着
テ
（
旧
全
集
二
二
五
頁
）

旧
全
集
注
　
色
・
類
の
「
ソ
デ
」
は
こ
こ
で
は
当
た
ら
な
い
。
「
ト
」
を

捨
て
仮
名
と
み
、
色
・
類
に
「
ソ
デ
・
タ
モ
ト
」
と
よ
む
「
挟
」
に
通
わ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
か
ざ
み

せ
れ
ば
、
「
た
も
と
」
の
よ
み
が
得
ら
れ
よ
う
。
宇
治
拾
遺
「
杉
」
も
色

「
ソ
デ
」
の
よ
み
が
あ
る
。
丹
鶴
本
・
孜
証
本
は
「
糸
」
に
つ
く
る
が
、

原
姿
で
は
あ
る
ま
い
。

　
　
　
や
ま
ぶ
き
　
き
ぬ
　
医
「
r
よ
　
　
さ
ら
さ
れ
　
　
　
　
き

　
（
3
）
欺
冬
ノ
衣
ノ
被
ト
吉
ク
被
漫
タ
ル
ヲ
着
テ
（
新
全
集
二
〇
四
頁
）

新
全
集
注
　
底
本
「
核
」
。
「
ト
」
を
捨
て
仮
名
と
み
、
「
挟
」
に
通
わ
せ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
か
ざ
み

て
「
た
も
と
」
と
読
ん
で
お
く
。
『
宇
治
拾
遺
』
「
杉
」
。

　
　
　
や
ま
ぶ
き
　
　
　

い
と
よ
　
さ
ら

　
（
4
）
欺
冬
の
衣
の
糸
吉
く
曝
さ
れ
た
る
を
着
て
（
集
成
六
三
頁
）
（
注

　
　
　
な
し
。
）

『
宇
治
拾
遺
物
語
』
の
同
話
の
箇
所
を
掲
げ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
陰
み
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
き
）

　
（
5
）
山
吹
の
絹
の
杉
よ
く
さ
ら
さ
れ
た
る
着
た
る
が
（
旧
大
系
三
二

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
か
ざ
み

　
　
　
二
頁
、
底
本
は
、
「
杉
」
が
漢
字
表
記
。
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
か
ざ
み
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
き

　
（
6
）
山
吹
の
き
ぬ
の
杉
、
よ
く
さ
ら
さ
れ
た
る
着
た
る
が
（
新
大
系

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ
か
ざ
み
　

　
　
　
二
八
二
頁
、
底
本
は
「
杉
」
が
漢
字
表
記
。
）

［
二
］
巻
二
六
・
一
七
話

　
　
　
　
　
　
　
ド
モ
　
　
　
　
　
　
　
パ
カ
リ
イ
デ
キ
9
り
　
　
　
序
　
　
　
　
　
　
　
イ
ダ

　
（
7
）
亦
若
キ
男
共
、
十
齢
人
許
出
来
テ
、
械
ヨ
リ
手
ヲ
出
シ
テ
、
薄

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヤ
マ
ノ
イ
モ
　
　
ケ
ゾ
リ
　
　
　
　
　
ナ
デ
ギ
リ

　
　
　
キ
刀
ノ
長
ヤ
カ
ナ
ル
ヲ
以
テ
、
此
ノ
暑
預
ヲ
削
ツ
・
、
撫
切
二

　
　
　
切
ル
。
（
旧
大
系
四
六
二
頁
）

旧
大
系
注
　
諸
本
か
く
作
る
。
よ
み
は
、
名
義
抄
、
字
類
抄
に
よ
る
。
↓

巻
二
三
口
園
凹
五
四
。
但
し
、
宇
治
は
「
た
も
と
よ
り
」
。

　
　
　
　
　
　
を
の
こ
ど
も
　
　
　
　
　
　
　
ば
か
り
い
で
き
　
　
　
　
医
と
　
　
　
　
　
　
　
　
い
だ

　
（
8
）
亦
、
若
キ
男
土
ハ
十
余
人
許
出
来
テ
、
怯
ヨ
リ
手
ヲ
出
シ
テ
、
薄

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
も
つ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
け
づ
り
　
　
　
な
で
ぎ
り

　
　
　
キ
刀
ノ
長
ヤ
カ
ナ
ル
ヲ
以
テ
、
此
ノ
暑
預
ヲ
削
ツ
・
撫
切
二
切

　
　
　
ル
。
（
新
大
系
七
四
頁
）

新
大
系
注
　
諸
本
か
く
作
り
、
底
本
、
東
北
本
、
黒
川
本
「
タ
モ
ト
」
と

傍
訓
。
（
後
略
）

　
　
　
ま
た
わ
か
　
　
を
の
こ
ど
も
じ
ふ
よ
に
ん
ば
か
り
い
で
き
た
り
　
　
　
匡
　
　
　
　
て
　
　
　
い
だ
　
　
　
　
　
　
う
す

　
（
9
）
亦
若
キ
男
共
十
余
人
許
出
来
テ
、
械
ヨ
リ
手
ヲ
出
シ
テ
、
薄
キ

　
　
　
か
た
な
　
な
が
　
　
　
　
　
　
　
　
　
も
つ
　
　
　
　
こ
　
　
　
い
　
も
　
　
　
け
づ
り
　
　
　
　
　
な
で
ぎ
り
　
　
き

　
　
　
刀
ノ
長
ヤ
カ
ナ
ル
ヲ
以
テ
、
此
ノ
暑
預
ヲ
削
ツ
・
、
撫
切
二
切

　
　
　
ル
。
（
旧
全
集
六
＝
二
頁
）

　
　
　
ま
た
わ
か
　
　
を
の
こ
ど
も
じ
ふ
よ
に
ん
ば
か
り
い
で
き
　
　
　
　
悔
と
　
　
　
て
　
　
　
い
だ
　
　
　
　
　
　
う
す

　
（
1
0
）
亦
若
キ
男
土
ハ
十
余
人
許
出
来
テ
、
桧
ヨ
リ
手
ヲ
出
シ
テ
、
薄
キ

　
　
　
か
た
な
　
な
が
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
も
つ
　
　
　
　
こ
　
　
　
い
　
も
　
　
　
け
づ
り
　
　
　
　
　
な
で
ぎ
り
　
　
き

　
　
　
刀
ノ
長
ヤ
カ
ナ
ル
ヲ
以
テ
、
此
ノ
暑
預
ヲ
削
ツ
・
、
撫
切
二
切

　
　
　
ル
。
（
新
全
集
五
五
六
頁
）
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旧
全
集
注
一
色
「
袖
シ
ウ
　
ソ
テ
杉
快
怯
…
巳
上
衣
袖
也
」
。
二
二
五
頁

注
三
九
【
引
用
者
注
　
巻
二
三
・
一
五
話
】
よ
り
「
た
も
と
」
と
も
よ
め

よ
う
。
宇
治
拾
遺
「
た
も
と
」
。

新
全
集
注
一
色
「
袖
シ
ウ
　
ソ
テ
杉
挟
怯
…
巳
上
衣
袖
也
」
。
二
〇
四
頁

注
二
【
引
用
者
注
　
巻
二
三
・
一
五
話
】
よ
り
「
た
も
と
」
と
も
よ
め
よ

う
。
『
宇
治
拾
遺
』
「
た
も
と
」
。

　
　
　
ま
た
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
た
も
と

　
（
1
1
）
亦
、
若
き
男
共
十
余
人
許
出
で
来
た
り
て
、
核
よ
り
手
を
出
だ

　
　
　
し
て
、
薄
き
刀
の
長
や
か
な
る
を
以
て
、
此
の
暑
預
を
削
り
つ

　
　
　
　
な
で
ぎ
り

　
　
　
つ
撫
切
に
切
る
。
（
集
成
二
〇
一
頁
）

集
成
注
　
「
怯
」
は
『
名
義
抄
』
に
「
ソ
デ
、
ス
ソ
」
と
あ
る
が
、
底
本

読
み
仮
名
に
「
タ
モ
ト
」
と
あ
り
、
『
宇
治
拾
遺
」
に
も
「
た
も
と
よ
り
」

と
あ
る
。

　
注
の
記
述
に
基
づ
き
『
宇
治
拾
遺
物
語
』
の
表
記
を
確
認
す
る
。

　
（
1
2
）
わ
か
き
を
の
こ
ど
も
の
、
た
も
と
よ
り
手
い
だ
し
た
る
、
う
す

　
　
　
ら
か
な
る
刀
の
、
な
が
や
か
な
る
も
た
る
が
、
十
鯨
人
ば
か
り

　
　
　
い
で
き
て
（
旧
大
系
八
四
頁
）
（
注
な
し
）

　
　
　
　
　
（
を
）

　
（
1
3
）
若
き
お
の
こ
ど
も
の
、
挟
よ
り
手
出
し
た
る
、
う
す
ら
か
な
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
も
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ば
か
り
　
　
　
き

　
　
　
刀
の
、
な
が
や
か
な
る
持
た
る
が
、
十
余
人
斗
い
で
来
て
（
新

　
　
　
大
系
三
八
頁
）
（
注
な
し
。
底
本
は
「
挟
」
が
漢
字
表
記
。
）

ロ
一
コ
巻
二
八
・
七
話

　
　
　
　
　
ノ
ロ
キ
ノ
ヤ
ウ
ゾ
ク
　
　
　
　
　
ド
モ
　
　
　
　
　
　
　
ノ
リ
　
　
　
　
　
　
ア
ル
イ
　
　
　
　
　
ク
ロ

　
（
1
4
）
此
ノ
白
装
束
ノ
男
土
ハ
ノ
馬
二
乗
タ
ル
、
或
ハ
ヒ
タ
黒
ナ
ル

　
　
　
デ
ン
ガ
ク
　
　
　
　
　

ユ
ヒ
ツ
ケ
　
　
　
　
　
　
　

ヒ
ヂ
　
　
ト
リ
イ
ダ
　
　
　
　
　
サ
　
ウ

　
　
　
田
楽
ヲ
腹
二
結
付
テ
、
程
ヨ
リ
胱
ヲ
取
出
シ
テ
、
左
右
ノ
手
ニ

　
　
　
パ
チ
　
　
モ
チ

　
　
　
檸
ヲ
持
タ
リ
。
（
旧
大
系
七
〇
頁
）

旧
大
系
注
一
（
補
注
）
底
本
か
く
作
る
は
、
懐
の
意
の
ホ
ト
コ
ロ
の
下
略

か
。
国
・
B
・
C
三
本
の
「
怯
」
は
ソ
デ
。
甲
本
の
「
肱
」
は
ワ
キ
（
十

巻
本
字
類
抄
）
。
右
の
如
く
異
文
は
あ
る
が
、
た
す
き
が
け
の
よ
う
な
状

態
（
法
然
上
人
絵
伝
に
見
え
る
如
き
）
、
も
し
く
は
着
物
の
腋
（
抜
）
か

ら
腕
を
つ
き
出
し
袖
を
背
で
縛
り
つ
け
た
状
態
を
指
す
も
の
で
あ
ろ
う
。

田
楽
を
活
濃
に
叩
い
た
描
写
と
考
え
ら
れ
る
。
↓
巻
二
六
⑰
九
六
「
核
ヨ

リ
手
ヲ
出
シ
テ
」
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ぐ
ろ
　
　
　
　
で
ん
が
く

　
（
1
5
）
此
ノ
白
装
束
ノ
男
土
ハ
ノ
馬
二
乗
タ
ル
、
或
ハ
ヒ
タ
黒
ナ
ル
田
楽

　
　
　
　
　
　
ゆ
ひ
つ
け
　
　
　
　
医
と
　
　
　
か
ひ
な
　
と
り
い
だ
　
　
　
　
　
　
さ
　
う
　
　
　
　
　
　
　
ば
ち

　
　
　
ヲ
腹
二
結
付
テ
、
怯
ヨ
リ
肱
ヲ
取
出
シ
テ
、
左
右
ノ
手
二
檸
ヲ

　
　
　
も
ち

　
　
　
持
タ
リ
。
（
新
大
系
二
〇
九
頁
）
（
上
記
巻
二
六
・
一
七
話
の
注

　
　
　
を
参
照
と
あ
る
。
）

新
大
系
注
　
↓
七
四
頁
注
一
四
（
巻
二
六
・
一
七
話
（
用
例
（
8
）
）
の
注
）

　
　
　
こ
　
　
　
し
ろ
し
や
う
そ
く
　
を
の
こ
ど
も
　
む
ま
　
　
の
り
　
　
　
　
　
　
あ
る
い
　
　
　
　
　
ぐ
ろ
　
　
　
　
で
ん
が
く

　
（
1
6
）
此
ノ
白
装
束
ノ
男
土
ハ
ノ
馬
二
乗
タ
ル
、
或
ハ
ヒ
タ
黒
ナ
ル
田
楽

　
　
　
　
は
ら
　
　
ゆ
ひ
つ
け
　
　
　
そ
ぽ
ち
　
　
　
　
ひ
ぢ
　
　
と
り
い
だ
　
　
　
　
　
　
　
さ
　
う
　
　
　
て
　
　
　
ば
ち

　
　
　
ヲ
腹
二
結
付
テ
、
肱
ヨ
リ
肱
ヲ
取
出
シ
テ
、
左
右
ノ
手
二
檸
ヲ

　
　
　
も
ち

　
　
　
持
タ
リ
。
（
旧
全
集
一
九
六
頁
、
新
全
集
一
八
〇
頁
）

旧
全
集
注
　
色
「
肱
ヒ
チ
　
ソ
テ
ク
チ
」
。
新
全
集
注
一
色
「
肱
ヒ
チ

ソ
テ
ク
チ
」
。

　
（
1
7
）
此
の
白
装
束
の
男
土
ハ
の
馬
に
乗
り
た
る
、
或
い
は
ひ
た
黒
な
る

　
　
　
で
ん
が
く
ゆ
医
と
ひ
ぢ
さ

　
　
　
田
楽
を
腹
に
結
ひ
付
け
て
、
桧
よ
り
肱
を
取
り
出
だ
し
て
、
左

　
　
　
う
　
　
　
　
　
　
　
ば
ち

　
　
　
右
の
手
に
檸
を
持
ち
た
り
。
（
集
成
一
八
一
頁
）

集
成
注
　
「
桧
よ
り
手
を
出
だ
し
て
」
（
二
九
－
一
七
）
と
あ
る
と
こ
ろ
に

底
本
「
タ
モ
ト
」
と
読
み
仮
名
を
付
し
、
『
宇
治
拾
遺
』
の
同
話
（
一
－

一
八
）
に
も
「
た
も
と
よ
り
」
と
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
注
3

　
以
上
の
訓
の
異
同
を
ま
と
め
る
と
表
1
の
通
り
で
あ
る
。
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［1］ ［2］ ［3］

旧大系 一ト そで （程）一

新大系 たもト たもと たもと

旧全集 たもト そで （肱）そでぐち

新全集 たもト たもと （肱）そでぐち

集成 （糸）いと たもと たもと

　
注
釈
に
よ
れ
ば
、
「
怯
」
の
字
は
、
類
聚
名
義
抄
及
び
色
葉
字
類
抄
で

ソ
デ
と
よ
ま
れ
る
。
そ
の
点
を
諸
本
に
よ
っ
て
確
認
し
、
『
今
昔
』
成
立

後
に
な
っ
た
と
さ
れ
る
字
鏡
諸
本
の
訓
を
調
査
す
る
。
そ
れ
に
よ
り
、
訓

の
記
述
に
ど
の
よ
う
な
変
遷
・
異
同
が
み
ら
れ
る
か
を
明
ら
か
に
す
る
。

　
調
査
対
象
と
し
た
古
辞
書
は
、
《
1
》
新
撰
字
鏡
（
天
治
本
）
、
《
2
》

類
聚
名
義
抄
諸
本
、
《
3
》
色
葉
・
伊
呂
波
字
類
抄
諸
本
《
4
》
字
鏡
諸

本
の
4
分
類
、
影
印
本
一
八
文
献
（
①
～
⑱
）
で
あ
る
。

　
次
に
、
調
査
し
た
古
辞
書
に
各
漢
字
「
怯
」
「
袖
」
「
挟
」
が
項
目
と
し

て
挙
が
っ
て
い
る
か
ど
う
か
を
表
2
に
示
す
。
項
目
と
し
て
挙
が
っ
て
い

て
も
問
題
の
訓
が
記
載
さ
れ
て
い
る
か
ど
う
か
に
は
関
わ
ら
な
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
以
下
に
表
2
で
3
漢
字
と
も
記
載
の

異校の樹「　表

團囮田

「樹（でそト
一

系大旧

ともたともたトもた系大新

ちぐでそ脚（でそトもた集全旧

ちぐでそ脚（ともたト施≠集全新

ともたともた叱N係成集

な
い
④
、
⑤
、
⑦
、
⑩
を
除
く
も
の
に

つ
い
て
古
辞
書
の
記
述
を
引
用
す
る
。

古
辞
書
で
の
掲
載
順
に
関
わ
ら
ず

「
怯
」
「
袖
」
「
挟
」
の
順
に
引
用
す
る
。

ソ
デ
・
タ
モ
ト
訓
は
太
字
で
示
す
。
濁

声
点
は
、
濁
点
と
し
て
表
し
た
が
、
そ

の
他
の
声
点
は
、
省
略
す
る
。
※
印
以

下
は
、
栗
原
の
注
記
。

《
1
》
新
撰
字
鏡
（
天
治
本
）

①
京
都
大
学
文
学
部
国
語
学
国
文
学
研

究
室
（
編
）
（
一
九
六
七
）
『
天
治
本
新

3

古
辞
書
の
調
査

表2古辞書の「怯」「袖」「快」項目

の有（○）無（一）

怯 袖 快

①天治新撰 ○ ○ ○

②図書寮名義 ○ ○ ○

③観智院名義 ○ ○ ○

④高山寺名義 一 一 一

⑤鎮国名義 一 一 一

⑥二巻色葉 一 ○ ○

⑦前田色葉 一 一 一

⑧黒川色葉 一 O ○

⑨二巻世俗 一
○

一

⑩七巻世俗 一 一 一

⑪十巻伊呂波 『 ○ ○

⑫天文字鏡 ○ ○ ○

⑬永正字鏡 ○ ○ ○

⑭世尊寺字鏡 ○ ○ O
⑮寛元字鏡龍谷 ○ ○ ○

⑯寛元字鏡国会 ○ O ○

⑰白河字鏡 ○ ○
一

⑱応永字鏡 ○ ○ ○

撰
字
鏡
』
京
都
大
学
文
学
部
国
語
学
国
文
学
研
究
室

　
怯
　
丘
魚
反
平
挟
也
去
与
挙
也
衷
也
挟
口
也

　
袖
　
辞
救
反
怯
也
長
也

　
　
　
進
也
服
也
究
出
貌
（
異
体
字
）
貞

　
挟
弥
亡
世
二
反
去

　
　
　
徹
　
袖
末
也
曾
旦

※
意
味
記
述
が
主
と
な
っ
て
い
る
よ
う
で
あ
り
、
訓
は
「
快
」
の
「
曾

　
弓
」
の
み
見
ら
れ
る
。

《
2
》
類
聚
名
義
抄
諸
本

②
築
島
裕
（
一
九
六
九
）
『
図
書
寮
本
類
聚
名
義
抄
』
勉
誠
社

　
怯
　
川
（
順
）
云
音
居
禾
（
和
）
云
與
袖
同
　
玉
云
子
去
反
挟
口
・

挙
・
季
云
志
利
曽
久
　
力
・
グ
巽

　
袖
　
川
（
順
）
云
音
岨
禾
（
和
）
云

　
　
　
曽
天

嬢
挟
　
川
（
順
）
云
音
弊
禾
（
和
）
1
上
同
応
云
－
標
・
衣
袖
・
詔
撞
衣
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出
解
ロ
ー
1
・
東
云
袖
端
借
音
與
滅
同

※
訓
が
明
ら
か
な
の
は
「
袖
」
の
「
曽
天
」
の
み
で
あ
る
。
「
挟
」
の
記

　
述
に
見
ら
れ
る
「
同
」
は
、
「
袖
」
と
訓
が
同
じ
で
あ
る
の
か
、
意
味

　
が
同
じ
で
あ
る
の
か
明
ら
か
で
な
い
。

③
吉
田
金
彦
（
一
九
七
六
）
『
観
智
院
本
類
聚
名
義
抄
』
（
天
理
図
書
館
善

本
叢
書
三
十
二
～
三
十
四
）
天
理
大
学
出
版
部

　
桧
　
音
居
　
ソ
デ
　
カ
、
ク
　
ス
ソ
　
カ
ク
（
カ
ク
の
下
、
行
間
に
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ア
ク
サ
カ
リ

　
　
　
シ
リ
ソ
ク
　
ノ
ゾ
ク
　
衣
ノ
ウ
ラ
　
　
　
子
去
反

　
袖
　
音
軸
　
ソ
デ

　
挟
　
音
弊
　
ソ
デ

　
　
　
タ
モ
ト

※
「
挟
」
の
字
に
記
述
が
多
い
が
、
訓
の
ゆ
れ
の
点
か
ら
は
、
ソ
デ
と
の

　
み
よ
む
こ
と
が
は
っ
き
り
し
て
い
る
。

《
3
》
色
葉
・
伊
呂
波
字
類
抄
諸
本

⑥
（
財
）
前
田
育
徳
会
経
閣
文
庫
（
編
）
（
二
〇
〇
〇
）
『
色
葉
字
類
抄
二

二
巻
本
』
（
尊
経
閣
善
本
影
印
集
成
十
九
）

榔
後
（
異
体
字
か
）
被
キ
褻
輻
桂
己
鞘

襟
，

※
「
袖
」
は
ソ
テ
で
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
で
あ
る
が
、
「
袖
」
の
下
に
挙
が

　
っ
て
い
る
「
被
」
は
、
漢
字
左
下
に
「
キ
ョ
」
と
音
読
み
が
付
さ
れ
て

　
い
る
の
み
で
、
こ
れ
が
「
袖
」
と
意
味
の
上
で
同
じ
で
あ
る
の
か
、
訓

　
が
同
じ
で
あ
る
の
か
確
証
が
な
い
。

⑧
中
田
祝
夫
・
峯
岸
明
（
編
）
（
一
九
六
四
）
『
色
葉
字
類
抄
研
究
並
び
に

索
引
　
本
文
・
索
引
編
』
風
間
書
房
（
黒
川
本
）

彫
・
核
馨
キ
蓑
笛
離
也

　
挟
。
モ
、

※
「
被
」
は
「
袖
」
の
下
に
挙
が
っ
て
お
り
、
⑥
の
場
合
と
同
じ
く
訓
が

　
同
じ
で
あ
る
か
意
味
が
同
じ
で
あ
る
か
は
明
ら
か
で
な
い
。
「
挟
」
は

　
「
袖
」
の
下
に
挙
が
っ
て
い
る
ほ
か
、
単
独
で
項
目
と
し
て
挙
が
っ
て

　
い
る
。
（
ネ
偏
の
漢
字
は
衣
偏
の
異
体
字
と
み
た
。
）

⑨
東
京
大
学
国
語
研
究
室
（
編
）
（
一
九
八
五
）
『
倭
名
類
聚
抄
京
本
　
世

俗
字
類
抄
二
巻
本
』
（
東
京
大
学
国
語
研
究
室
資
料
叢
書
＝
二
巻
）
汲
古

書
院

　
袖
　
怯

　
　
　
挟
　
同

※
カ
ナ
に
よ
る
訓
は
な
い
。
「
同
」
は
、
訓
が
同
じ
こ
と
を
示
す
の
か
、

　
意
味
が
同
じ
こ
と
を
示
す
の
か
明
ら
か
で
な
い
。
「
怯
」
「
挟
」
の
項
目

　
は
な
い
。

⑪
伊
呂
波
字
類
抄
十
巻
本

正
宗
敦
夫
（
編
）
（
一
九
七
八
覆
刻
（
一
九
三
〇
）
）
『
伊
呂
波
字
類
抄

二
』
（
覆
刻
　
日
本
古
典
全
集
）
現
代
思
想
社

袖
．
．
　
杉
　
桂
（
二
文
字
略
）
　
権
　
執
　
扶
　
桂
妃
祉
胴

　
挟
，
．
、

※
「
袖
」
は
明
ら
か
に
ソ
テ
と
よ
む
。
そ
の
後
に
列
挙
さ
れ
た
「
桂
」

　
「
挟
」
は
訓
が
「
袖
」
と
同
じ
で
あ
る
か
、
意
味
が
同
じ
で
あ
る
か
明

　
ら
か
で
な
い
。
「
挾
」
は
別
の
箇
所
で
「
タ
モ
ト
」
と
あ
る
。
従
っ
て
、
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平安期の「怯」の訓タモト

「
挟
」
は
ソ
テ
と
読
む
可
能
性
が
あ
り
、
か
つ
タ
モ
ト
と
も
よ
む
も
の

　
と
判
断
さ
れ
る
。

《
4
》
字
鏡
諸
本

⑫
天
文
本
字
鏡
紗

中
田
祝
夫
・
林
義
雄
（
編
）
（
一
九
八

編
」
勉
誠
社

　
キ
ョ

　
怯
　
サ
カ
リ
　
　
　
　
カ
サ
ル

　
　
　
ァ
ク
　
　
　
　
　
　
ハ
タ
ソ
テ

　
　
　
カ
ク
　
　
　
　
　
　
　
ノ
ソ
ク

　
　
　
ス
ソ
　
　
　
　
　
　
　
コ
ブ

　
　
　
シ
リ
ソ
ク
　
　
　
　
ヒ
ロ
ク

　
　
　
サ
ル
　
　
　
　
　
カ
＼
ク

　
　
　
コ
ロ
モ
ノ
ウ
ラ
　
ス
ツ

　
　
　
ソ
テ
　
　
　
　
　
　
ハ
ラ
フ

　
　
　
タ
モ
ト
　
　
　
　
　
ァ
ク

⑬
永
正
本
字
鏡
抄

古
辞
書
叢
刊
刊
行
会
（
一
九
七
四
）

（
尊
経
閣
文
庫
蔵
）

　
キ
ョ

　
怯
魚
サ
カ
リ
　
　
　
タ
モ
ト

　
　
　
ァ
ク
　
　
　
　
カ
サ
ル

　
　
　
カ
ク
　
　
　
　
　
ハ
タ
ソ
テ

　
　
　
ス
ク
（
ソ
の
誤
記
）
ノ
ソ
ク

　
　
　
シ
リ
ソ
ク
　
　
　
コ
フ

　
　
　
サ
ル
　
　
　
　
ヒ
ロ
ク

二
）
『
字
鏡
紗
　
天
文
本
　
影
印

袖ち

褒
同
　
ソ
テ

　
　
　
タ
モ
ト

衷
同

　
　
　
ム
ツ
キ

裏
同
　
ス
＼
ム

ヘ
イ

挟
ケ
ツ
　
ソ
テ

　
　
　
タ
モ
ト

『
字
鏡
抄
」
古
辞
書
叢
刊
刊
行
会

イ
ウ袖

宥
　
褒
同

　
　
裏
同

東
同

ソ
テ

タ
モ
ト

ム
ツ
キ

ス
＼
ム

　
　
　
衣
ノ
ウ
ラ
　
　
カ
＼
ク

　
　
　
ソ
テ
　
　
　
　
　
カ
キ
リ

　
　
　
ス
ツ
　
　
　
　
ハ
ラ
フ

⑭
世
尊
寺
本
字
鏡

築
島
裕
（
主
編
）
（
一
九
八
〇
）

成
第
六
巻
）
汲
古
書
院

　
怯
　
コ
音
去
魚
反
　
子
去
反

　
　
キ
ョ
音

　
　
サ
カ
リ
　
コ
ロ
モ
ノ
ウ
ラ

　
　
カ
～
ク
　
ソ
テ
　
ア
ク

　
　
ノ
ソ
ク
　
　
シ
リ
ソ
ク

　
　
　
挟
口
也
挙
也

ヘ
イ

快
条
ケ
ッ

『
字
鏡
（
世
尊
寺
本
）
』
（
古
辞
書
音
義
集

　
快
火
イ
音
　
弥
弊
反

　
　
　
ヘ
イ
音

　
　
　
タ
モ
ト
　
亡
世
反

　
　
　
ソ
テ
　
　
袖
末
也

⑮
寛
元
本
字
鏡

龍
谷
大
学
仏
教
文
化
研
究
所

思
文
閣
出
版

　
キ
ョ

　
魚
挟
　
ア
ク
（
カ
ク
？
）

　
　
　
　
ス
ソ
　
　
　
ハ
タ
ソ
テ

　
　
　
　
シ
リ
ソ
ク
　
　
ノ
ソ
ク

　
　
　
　
サ
ル
　
　
　
ヒ
ロ
ク

　
　
　
衣
ノ
ウ
ラ
　
カ
キ
リ

袖

岨
音
シ
ウ
音
　
似
祐
反
詞
秀
反

シ
ユ
音
　
ユ
音

シ
ヨ
ウ
音
　
ソ
テ

ツ
ム
キ
（
ム
ツ
キ
の
誤
記
か
）
ソ

テ
カ
ナ
ツ
（
元
は
ソ
テ
カ
サ
リ
か
）

タ
モ
ト

長
也
進
也

（
編
）
（
一
九
八
八
）
『
字
鏡
集
（
上
・
下
）
』

カ
＼
ク

　
イ
ウ

宥
袖
　
褒
同
　
裏
同
　
一
裏
同

　
ム
ツ
キ
　
　
ソ
テ

　
ス
、
ム
　
タ
モ
ト
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ソ
テ
　
　
　
ハ
ラ
ウ
　
タ
モ
ト

　
　
　
　
ス
ッ
　
　
　
サ
カ
リ
　
カ
サ
ル

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
コ
フ

⑯
寛
元
本
字
鏡

中
田
祝
夫
・
林
義
雄
（
一
九
七
七
）

二
冊
）
』
勉
誠
社

　
キ
ヨ

　
魚
怯
　
カ
ク
　
去
魚
反
子
去
反

ス
ソ
　
　
　
　
ス
ッ

シ
リ
ソ
ク
　
ハ
タ
ソ
テ

　
　
　
　
　
コ
フ

サ
ル
　
　
　
ノ
ソ
ク

衣
ノ
ウ
ラ

ソ
テ
　
　
　
　
ヒ
ロ
ク

挟
ロ
ニ
挙
也

　
ヘ
イ

祭
挟
　
ケ
ツ

『
字
鏡
集
　
寛
元
本

カ
＼
ク

カ
キ
リ

ハ
ラ
フ

サ
カ
リ

ア
ク

タ
モ
ト

カ
サ
ル

　
　
　
　
ヘ
イ

祭
火
イ
　
挟
　
ケ
ツ

　
　
　
弥
弊
反

　
　
　
亡
世
反

　
　
　
袖
末
也

⑰
白
河
本
字
鏡

中
田
祝
夫
・
林
義
雄
（
一
九
七
七
）

一
冊
）
』
勉
誠
社

　
キ
ヨ

　
且
伝
　
コ
ロ
モ
ノ
ウ
ラ
　
サ
ル

　
　
　
サ
カ
リ
　
　
　
ノ
ソ
ク
　
ハ

　
　
　
ァ
ク
　
　
　
　
　
ソ
テ
　
　
　
コ

狩
宥
由評

　
　
影
印
篇
（
第

岨
云
褒
同
　
裏
同

似
祐
反
詞
秀
反

裏
同

シ
ユ

シ
ヨ
ウ
　
　
ソ
テ

ソ
テ
カ
ナ
ッ
（
⑭

に
も
あ
り
。
元
は

ソ
テ
カ
サ
リ
か
？
）

長
也
進
也

　
　
　
カ
ク
　
　
　
　
タ
モ
ト
　
ヒ
ロ
ク

　
　
　
ス
ソ
　
　
　
　
カ
サ
ル
　
ス
ツ

　
　
　
シ
リ
ソ
ク
　
　
ハ
タ
ハ
（
ソ
の
誤
記
）
テ

　
　
　
カ
＼
リ

⑱
応
永
本
字
鏡

（
財
）
前
田
育
徳
会
経
閣
文
庫
（
編
）

巻
本
・
巻
十
六
～
巻
二
十
』

　
キ
ヨ

　
怯
　
コ
ロ
モ
ノ
ウ
ラ
　
　
　
サ
ル

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、

サ
カ
リ

ア
ク

カ
ク

ス
ソ

シ
リ
ソ
ク

カ
＼
ク

（「

�
v
の
字
記
載
な
し
。
）

　
　
　
（
二
〇
〇
一
）
『
字
鏡
集
四

（
尊
経
閣
善
本
影
印
集
成
二
十
四
）

ノ
ソ
ク
　
　
ノ
ラ
フ

ソ
テ
　
　
　
コ
フ

タ
モ
ト
　
　
ヒ
ロ
ク

カ
サ
ル
　
ス
ツ

ハ
タ
ハ
（
ソ
の
誤
記
）
テ

二
十

榔
褒
・
弩
ト

袈裏
同　同

　スム
　＼ツ
　ムキ

ヘ
イ

挟
ケ
ツ
　
ソ
テ

ク
（
タ
の
誤
記
）
モ
ト

『
字
鏡
集
　
白
河
本

　
　
　
　
　
齢

　
　
　
　
　
ネ

フラ
　フ

　
　
　
　
　
　
　
諸
本
を
ま
と
め
る
と
、
「
怯
」
の
訓
に
関
し
て
以
下
の
こ
と
が
明
ら
か
と

　
　
　
　
　
　
　
な
っ
た
。

　
　
　
　
　
　
　
（
1
）
《
2
》
名
義
抄
、
《
3
》
字
類
抄
は
、
「
被
」
を
ソ
テ
と
の
み
よ
む

　
　
　
　
　
　
　
（
可
能
性
が
あ
る
）
（
表
記
の
意
味
が
不
明
確
な
た
め
、
「
ソ
テ
」
と
よ
む

影
印
篇
（
第
　
　
可
能
性
が
あ
る
と
い
う
に
と
ど
ま
る
も
の
が
ほ
と
ん
ど
。
観
智
院
本
類
聚

　
　
　
　
　
　
　
名
義
抄
の
み
、
訓
が
明
ら
か
）
。
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褒
同
　
ソ
テ

裏
・
鋒
朴

裏
同
　
ス
＼
ム

（
2
）
《
4
》
字
鏡
は
、
ほ
と
ん
ど
が
「
挟
」
を
ソ
テ
と
も
タ
モ
ト
と
も
よ

劃
。付

言
す
る
と
、
全
体
と
し
て
平
安
期
に
比
べ
、
鎌
倉
初
期
成
立
の
字
鏡
で



平安期の「扶」の訓タモト

表3平安～鎌倉初期古辞書におけるソデ・タモト訓

番
号 古辞書名 書写（成立）年代粧 扶 袖 快

① 天治本新撰字鏡 1124年 （訓なし） （訓なし） 曾呈

② 図書寮本類聚名義抄 llOO年前後 （訓なし） 曾天 （訓なし）

③ 観智院本類聚名義抄 1251年 ソテ ソテ ソテ、タモト

④ 高山寺本類聚名義抄 鎌倉初期

⑤ 鎮国守国神社本類聚名義抄 鎌倉末～室町初期

⑥ 二巻本色葉字類抄 1565年 （訓なし） ソテ タモト

⑦ 前田本色葉字類抄（三巻本） 鎌倉初期

⑧ 黒川本色葉字類抄（三巻本） 江戸中期 （訓なし） ソテ タモト

⑨ 二巻本世俗字類抄 江戸末期 （訓なし） ソテ （訓なし）

⑩ 七巻本世俗字類抄 室町中期

⑪ 十巻本伊呂波字類抄 江戸後期 （訓なし） ソテ タモト

⑫ 天文本字鏡紗 1547年以前 ソテ・タモト ソテ・タモト ソテ・タモト

⑬ 永正本字鏡抄（尊経閣文庫蔵） 1508年か ソテ・タモト ソテ・タモト （訓なし）

⑭ 世尊寺本字鏡抄 院政期前後か ソテ ソテ・タモト ソテ・タモト

⑮ 寛元本字鏡集（龍谷大学蔵） 不明 ソテ・タモト ソテ・タモト （訓なし）

⑯ 寛元本字鏡集（国会図書館蔵） 江戸後期 ソテ・タモト ソテ （訓なし）

⑰ 白河本字鏡集（東京都立中央図書館蔵） 室町中期か ソテ・タモト ソテ・タモト

⑱ 応永本字鏡集 1416年 ソテ・タモト ソテ・タモト ソテ、ク（夕）モト

謝辞古の本泊の㈲岸ω鯛辞大語結は代年血絨写書注※

　
字
鏡
に
は
、
系
統
的
に
類
聚
名
義
抄
、
色
葉
字
類
抄
及
び
世
尊
寺
本
字

鏡
の
影
響
が
み
ら
れ
る
と
さ
れ
る
（
山
田
忠
雄
（
一
九
六
七
）
、
（
一
九
八

三
）
「
日
本
の
古
辞
書
」
『
古
語
大
辞
典
』
）
。
と
同
時
に
類
聚
名
義
抄
及
び

色
葉
字
類
抄
に
比
べ
、
字
鏡
は
、
訓
の
数
が
多
い
こ
と
が
確
か
め
ら
れ
て

い
る
（
山
田
忠
雄
（
一
九
六
七
）
）
。

　
問
題
と
な
る
の
は
、
『
今
昔
』
と
字
鏡
の
成
立
年
代
差
で
あ
る
。
字
鏡

集
（
一
二
四
五
年
成
立
）
は
、
字
鏡
抄
を
も
と
に
し
て
作
ら
れ
て
い
る
。

字
鏡
抄
は
、
字
鏡
集
の
編
者
、
菅
原
為
長
の
没
年
か
ら
推
し
て
一
二
四
六

年
の
か
な
り
以
前
（
（
一
九
八
三
）
「
日
本
の
古
辞
書
」
『
古
語
大
辞
典
』
）

と
さ
れ
る
。
一
方
『
今
昔
」
は
、
十
二
世
紀
前
半
の
成
立
と
み
る
の
が
一

般
的
で
あ
る
。
従
っ
て
成
立
の
年
代
差
は
、
は
っ
き
り
し
な
い
も
の
の
、

少
な
く
と
も
百
年
ほ
ど
は
あ
る
だ
ろ
う
か
。

　
さ
て
、
巻
二
一
二
の
捨
て
仮
名
付
き
の
「
怯
ト
」
で
あ
る
が
、
各
注
釈
で

は
こ
の
読
み
に
つ
い
て
、
必
ず
し
も
明
確
な
根
拠
が
示
さ
れ
て
い
る
わ
け

で
は
な
い
（
2
．
の
用
例
（
1
）
～
（
3
）
後
の
各
注
を
参
照
）
。
し
か

し
、
字
鏡
の
「
被
」
に
タ
モ
ト
の
訓
が
一
貫
し
て
現
わ
れ
て
い
る
こ
と
、

そ
れ
以
外
に
可
能
性
の
あ
る
「
…
ト
」
訓
が
見
当
た
ら
な
い
こ
と
は
、
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「
被
ト
」
を
タ
モ
ト
と
よ
み
う
る
積
極
的
な
根
拠
を
与
え
て
い
る
よ
う
に

思
わ
れ
る
の
で
あ
る
。

　
『
今
昔
』
の
訓
が
、
『
今
昔
』
と
ほ
ぼ
同
時
代
成
立
の
類
聚
名
義
抄
・
色

葉
字
類
抄
で
の
訓
か
ら
あ
る
程
度
う
か
が
え
る
と
す
る
と
、
『
今
昔
』
執

筆
当
時
、
一
般
に
「
怯
」
は
ソ
デ
に
比
ベ
タ
モ
ト
と
は
読
ま
れ
に
く
い
と

い
う
状
況
に
あ
っ
た
と
推
定
さ
れ
る
。
し
か
し
、
古
辞
書
の
記
述
と
そ
の

当
時
の
人
々
の
“
よ
み
”
の
意
識
は
必
ず
し
も
一
致
せ
ず
、
現
在
の
辞
書

の
よ
う
に
、
多
少
ず
れ
て
い
る
可
能
性
が
あ
る
。
古
辞
書
は
、
典
拠
に
基

づ
い
て
記
述
さ
れ
た
り
、
定
着
し
た
と
認
識
さ
れ
た
も
の
を
載
せ
た
り
す

る
の
が
普
通
で
あ
る
の
で
、
同
時
代
の
言
語
意
識
を
そ
の
ま
ま
映
す
も
の

で
は
な
い
。
そ
う
で
あ
る
な
ら
、
古
辞
書
に
は
な
く
て
も
、
意
味
的
な
理

由
な
ど
か
ら
他
に
よ
ま
れ
う
る
訓
が
人
々
の
意
識
の
中
に
あ
っ
た
こ
と
も

推
定
さ
れ
る
。
ソ
デ
の
類
義
語
タ
モ
ト
も
そ
の
一
つ
だ
っ
た
と
仮
定
す
る

と
、
『
今
昔
」
の
筆
者
は
、
ま
だ
あ
ま
り
一
般
的
で
は
な
い
が
、
読
み
う

る
訓
と
し
て
タ
モ
ト
を
こ
こ
で
用
い
た
か
っ
た
、
そ
し
て
、
誤
読
を
避
け

る
た
め
に
捨
て
仮
名
を
つ
け
た
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。
「
怯
」
の
字
は
本

朝
世
俗
部
に
み
ら
れ
る
が
、
『
今
昔
』
の
筆
者
は
、
当
時
の
人
々
の
日
常

的
な
モ
ノ
（
袖
）
の
名
称
（
訓
）
に
あ
て
る
漢
字
を
探
す
の
に
苦
心
し
た

か
も
し
れ
な
い
。
あ
る
い
は
、
『
今
昔
』
執
筆
者
の
冒
険
的
試
み
で
あ
っ

た
か
も
し
れ
な
い
し
、
す
で
に
　
般
に
広
ま
り
つ
つ
あ
っ
た
訓
で
あ
っ
た

か
も
し
れ
な
い
。
そ
れ
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
は
こ
こ
で
は
で
き
な
い
が
、

い
ず
れ
に
せ
よ
、
字
鏡
の
側
か
ら
み
れ
ば
、
「
挟
ト
」
を
タ
モ
ト
と
よ
ま

せ
る
こ
と
が
何
ら
か
の
程
度
無
理
の
な
い
こ
と
で
あ
っ
た
こ
と
を
字
鏡
が

暗
示
的
に
示
し
て
い
る
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　
『
今
昔
』
の
「
械
ト
」
の
訓
は
、
注
釈
で
は
「
挟
」
と
関
連
付
け
て
い

る
が
、
「
挟
」
の
字
そ
れ
自
体
か
ら
推
測
可
能
で
あ
り
、
古
辞
書
に
訓
の

な
い
時
代
と
、
タ
モ
ト
と
よ
み
得
た
時
期
（
『
今
昔
』
成
立
期
）
、
さ
ら
に

タ
モ
ト
訓
の
定
着
（
字
鏡
の
成
立
時
期
）
が
ず
れ
て
い
る
も
の
の
、
辞
書

以
外
に
お
け
る
一
般
的
使
用
意
識
と
し
て
は
連
続
的
で
あ
る
よ
う
に
思
わ

れ
る
。
【
補
記
一
安
部
】

5
．
ま
と
め

　
本
稿
で
は
、
『
今
昔
』
に
み
ら
れ
る
「
桧
」
の
訓
ソ
デ
・
タ
モ
ト
に
つ

い
て
、
従
来
か
ら
ほ
ぼ
同
時
代
に
成
立
し
た
名
義
抄
・
字
類
抄
の
ほ
か
、

鎌
倉
初
期
成
立
の
字
鏡
に
つ
い
て
調
査
を
行
い
、
そ
の
結
果
か
ら
捨
て
仮

名
付
き
の
「
械
卜
」
に
つ
い
て
、
タ
モ
ト
と
よ
む
こ
と
の
妥
当
性
を
検
討

し
た
。

　
今
後
の
課
題
は
、
も
し
「
桧
ト
」
を
タ
モ
ト
と
あ
え
て
よ
ま
せ
る
こ
と

を
意
図
し
た
と
す
れ
ば
、
な
ぜ
ソ
デ
で
な
く
タ
モ
ト
と
よ
ま
せ
る
必
要
が

あ
っ
た
の
か
と
い
う
点
で
あ
る
。
ソ
デ
と
タ
モ
ト
の
意
味
の
違
い
か
ら
タ

モ
ト
の
方
が
訓
と
し
て
ふ
さ
わ
し
い
と
思
っ
た
で
あ
ろ
う
か
ら
、
こ
の
点

を
明
ら
か
に
で
き
れ
ば
、
残
る
二
つ
（
［
二
］
、
［
三
］
）
の
訓
の
ゆ
れ
に
つ

い
て
も
確
定
な
い
し
推
測
が
可
能
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
【
補
記
一
安
部
】

【
補
記
　
安
部
ー
本
文
の
ま
と
め
は
栗
原
が
ま
と
め
た
ま
ま
と
し
た
が
、

言
及
さ
れ
て
い
な
い
解
釈
を
簡
略
に
補
っ
て
お
き
た
い
。
】

①
「
怯
」
「
挟
」
の
く
ず
し
字
の
近
時
に
よ
る
「
怯
」
の
「
タ
モ
ト
」
訓

獲
得
の
可
能
性
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平安期の「怯」の訓タモト

　
「
挾
」
は
、
名
義
抄
・
色
葉
で
は
タ
モ
ト
の
訓
が
あ
る
が
、
「
核
」
「
快
」

の
く
ず
し
字
は
近
似
し
て
く
る
。
こ
の
「
漢
字
の
近
似
」
も
、
本
来
タ
モ

ト
の
訓
を
持
た
な
か
っ
た
「
怯
」
が
タ
モ
ト
と
後
代
に
訓
じ
ら
れ
て
い
く

背
景
と
し
て
指
摘
で
き
る
。

②
（
作
業
の
時
に
、
ソ
デ
ロ
か
ら
で
は
な
く
）
和
服
の
八
つ
口
側
（
1
ー
タ

モ
ト
）
か
ら
手
・
肘
を
出
す
描
写
（
用
例
二
、
三
例
）

　
冒
頭
の
「
被
」
の
事
例
（
二
、
三
）
は
、
ど
う
も
袖
先
か
ら
「
手
」

「
肘
」
を
出
し
た
の
で
は
な
く
、
何
か
の
作
業
を
す
る
た
め
に
袖
が
邪
魔

に
な
ら
な
い
よ
う
に
、
い
わ
ゆ
る
「
八
つ
口
」
か
ら
腕
を
出
し
た
描
写

（
袖
は
帯
に
挟
む
な
ど
）
と
も
疑
わ
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
（
特
に
「
肘
」

の
後
者
）
。
こ
こ
が
ソ
デ
で
は
、
も
と
も
と
着
物
を
着
て
い
る
以
上
、
ソ

デ
か
ら
「
手
」
を
出
し
て
い
る
の
で
あ
る
か
ら
、
（
二
）
の
例
が
た
だ

「
ソ
デ
よ
り
手
を
出
し
て
」
で
は
描
写
と
し
て
不
十
分
で
あ
り
、
ま
た
、

（
三
）
の
例
も
「
ソ
デ
よ
り
肱
を
取
出
し
て
」
で
は
、
腕
ま
く
り
と
見
る

に
は
「
取
出
す
」
は
据
わ
り
が
悪
く
、
や
は
り
「
八
つ
口
」
（
と
言
っ
て

袖
の
腕
の
付
け
根
側
は
広
く
開
い
て
い
る
）
側
か
ら
肘
を
抜
い
た
か
ら
こ

そ
「
取
り
出
し
」
と
い
う
に
ふ
さ
わ
し
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
そ
の
よ
う

に
、
八
つ
口
側
の
「
タ
モ
ト
」
（
ま
さ
に
腕
元
）
か
ら
手
・
肘
を
抜
く
よ

う
な
着
物
の
袖
の
処
理
の
描
写
で
あ
れ
ば
、
「
タ
モ
ト
」
の
訓
が
ソ
デ
よ

り
も
ふ
さ
わ
し
い
と
思
わ
れ
た
。
（
た
だ
し
、
そ
の
よ
う
な
描
写
の
絵
を

探
し
た
が
ま
だ
見
つ
け
出
せ
て
い
な
い
。
）
（
（
1
4
）
の
巻
二
八
・
七
話

旧
大
系
注
参
照
）

③
『
宇
治
拾
遺
物
語
』
の
「
杉
」
の
訓
カ
ザ
ミ
は
漢
字
に
引
か
れ
た
誤
訓

で
タ
モ
ト
（
な
い
し
ソ
デ
）
と
訓
ず
べ
き
か
。
（
一
章
の
一
例
目
の
類
話

参
照
）

　
本
文
に
用
例
が
あ
る
『
宇
治
拾
遺
物
語
』
諸
本
の
本
文
の
漢
字
「
杉
」

に
は
、
多
く
カ
ザ
ミ
の
訓
が
当
て
て
あ
る
。
類
話
で
は
タ
モ
ト
と
な
っ
て

い
る
に
も
関
わ
ら
ず
、
意
味
の
異
な
る
衣
服
を
指
す
カ
ザ
ミ
と
注
釈
さ
れ

て
い
る
。
こ
の
諸
注
釈
の
訓
（
あ
る
い
は
カ
ザ
ミ
と
あ
る
異
本
）
は
、
次

の
よ
う
な
な
誤
解
か
ら
発
生
し
た
も
の
と
推
定
さ
れ
、
も
と
は
タ
モ
ト

（
か
ソ
デ
）
で
あ
っ
た
と
推
定
さ
れ
る
。
漢
字
「
杉
」
に
は
カ
ザ
ミ
の
訓

も
あ
る
が
、
古
く
ソ
デ
の
訓
が
あ
り
、
中
世
以
降
、
類
義
語
と
い
う
こ
と

も
あ
っ
て
ソ
デ
・
タ
モ
ト
の
訓
を
共
に
持
つ
よ
う
に
な
る
（
「
杉
」
の
古

辞
書
の
訓
の
推
移
は
本
文
で
省
略
さ
れ
て
い
る
が
栗
原
の
調
査
に
よ
る
）
。

『
宇
治
』
の
当
該
説
話
箇
所
は
、
他
の
類
話
か
ら
見
て
、
も
と
は
タ
モ
ト

を
表
す
何
ら
か
の
漢
字
で
あ
っ
た
も
の
が
、
書
写
過
程
で
中
世
に
同
じ
タ

モ
ト
の
訓
を
も
つ
「
杉
」
が
当
て
ら
れ
て
伝
え
ら
れ
、
そ
の
う
ち
、
タ
モ

ト
が
曝
さ
れ
て
い
る
の
か
着
物
全
体
が
曝
さ
れ
て
い
る
の
か
文
意
が
取
れ

な
く
な
り
、
「
衣
ノ
怯
ト
」
（
今
昔
）
↓
「
き
ぬ
・
の
・
杉
（
タ
モ
ト
）
」
↓

「（

R
吹
の
）
絹
の
杉
」
（
宇
治
・
伝
本
）
妙
「
絹
の
か
ざ
み
」
（
現
在
の
注
釈

書
な
ど
）
と
推
移
し
て
生
じ
た
こ
と
が
疑
わ
れ
る
。
注
釈
で
『
宇
治
』
の

こ
の
「
杉
」
を
カ
ザ
ミ
と
訓
じ
る
こ
と
の
問
題
を
指
摘
し
た
。

1 注

日
本
古
典
文
学
大
系
（
岩
波
書
店
）
障
旧
大
系
、
新
日
本
古
典
文

学
大
系
（
岩
波
書
店
）
1
1
新
大
系
、
日
本
古
典
文
学
全
集
（
小
学

館
）
1
1
旧
全
集
、
新
編
日
本
古
典
文
学
全
集
（
小
学
館
）
1
1
新
全

集
、
新
潮
日
本
古
典
集
成
（
新
潮
社
）
隠
集
成
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例
え
ば
新
し
い
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
田
中
牧
郎
（
一
九
八
八
一
二

八
三
）
に
よ
れ
ば
「
本
集
（
『
今
昔
物
語
集
』
栗
原
注
記
）
成
立

当
時
の
漢
字
と
訓
の
対
応
関
係
の
大
要
は
、
『
類
聚
名
義
抄
』
（
観

智
院
本
）
・
『
色
葉
字
類
抄
』
（
三
巻
本
）
に
よ
っ
て
知
る
こ
と
が

で
き
る
」
と
あ
る
。

『
宇
治
拾
遺
物
語
』
に
み
ら
れ
る
訓
カ
ザ
ミ
（
杉
）
に
つ
い
て
は
、

検
討
す
べ
き
点
は
あ
る
も
の
の
、
論
旨
か
ら
は
ず
れ
る
の
で
、
こ

れ
以
上
立
ち
入
ら
な
い
こ
と
に
す
る
（
補
記
参
照
）
。

参
考
文
献

（
注
釈
書
）

山
田
孝
雄
・
山
田
忠
雄
・
山
田
英
雄
・
山
田
俊
雄
（
校
注
）
（
一
九
六

　
　
二
・
一
九
六
三
）
『
今
昔
物
語
集
』
（
日
本
古
典
文
学
大
系
二
十
五
、

　
　
二
十
六
）
岩
波
書
店

小
峯
和
明
・
森
正
人
（
校
注
）
（
一
九
九
四
・
一
九
九
六
）
『
今
昔
物
語

　
　
集
』
（
新
日
本
古
典
文
学
大
系
三
十
六
、
三
十
七
）
岩
波
書
店

馬
淵
和
夫
・
国
東
文
麿
・
今
野
達
（
校
注
・
訳
）
（
一
九
七
四
・
一
九

　
　
七
六
）
『
今
昔
物
語
集
」
（
日
本
古
典
文
学
全
集
二
十
三
、
二
十

　
　
四
）
小
学
館

馬
淵
和
夫
・
国
東
文
麿
・
稲
垣
泰
一
（
校
注
・
訳
）
（
二
〇
〇
一
・
二

　
　
〇
〇
二
）
『
今
昔
物
語
集
』
（
新
編
日
本
古
典
文
学
全
集
三
十
七
、

　
　
三
十
八
）
小
学
館

阪
倉
篤
義
・
本
田
義
憲
・
川
端
善
明
（
校
注
）
（
一
九
七
八
～
一
九
八

　
　
四
）
『
今
昔
物
語
集
　
本
朝
世
俗
部
』
（
新
潮
日
本
古
典
集
成
　
第

　
　
十
六
、
二
十
九
、
四
十
三
回
）
新
潮
社

渡
邊
綱
也
・
西
尾
光
一
（
校
注
）
（
一
九
⊥
ハ
○
）
『
宇
治
拾
遺
物
語
』

　
　
（
日
本
古
典
文
学
大
系
二
十
七
）
岩
波
書
店

三
木
紀
人
・
浅
見
和
彦
（
校
注
）
（
一
九
九
〇
）
『
宇
治
拾
遺
物
語
古

　
　
本
説
話
集
』
（
新
日
本
古
典
文
学
大
系
四
十
二
）
岩
波
書
店

（
引
用
文
献
）

安
部
清
哉
・
伊
藤
真
梨
子
編
著
（
二
〇
〇
八
）
「
『
今
昔
物
語
集
』
訓
釈

　
　
語
彙
考
　
　
巻
二
十
六
注
釈
書
訓
釈
異
同
表
を
利
用
し
た
語
義
比

　
　
較
（
ツ
ツ
ヤ
ク
・
ク
ジ
ル
）
　
　
」
『
人
文
』
六
、
一
五
五
～
二
一

　
　
二
頁
、
学
習
院
大
学
人
文
科
学
研
究
所

田
中
牧
郎
（
一
九
八
八
）
「
仮
名
ま
じ
り
文
3
『
今
昔
物
語
集
』
」
佐
藤

　
　
喜
代
治
（
編
）
『
古
代
の
漢
字
と
こ
と
ば
』
明
治
書
院

中
田
祝
夫
・
和
田
利
政
・
北
原
保
雄
（
編
）
（
一
九
八
三
）
『
古
語
大
辞

　
　
典
』
小
学
館

西
崎
亨
（
一
九
九
五
）
『
日
本
古
辞
書
を
学
ぶ
人
の
た
め
に
』
世
界
思

　
　
想
社

山
田
忠
雄
（
一
九
六
七
）
「
字
鏡
紗
と
字
鏡
抄
」
山
田
忠
雄
（
編
）
『
本

　
　
邦
辞
書
史
論
叢
』
三
省
堂

（
古
辞
書
（
調
査
結
果
掲
載
順
）
）

《
1
》

①
京
都
大
学
文
学
部
国
語
学
国
文
学
研
究
室
（
編
）
（
一
九
六
七
）
『
天

　
　
治
本
新
撰
字
鏡
（
増
訂
版
）
』
臨
川
書
店

《
2
》

②
築
島
裕
（
一
九
六
九
）
『
図
書
寮
本
類
聚
名
義
抄
』
勉
誠
社
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③
吉
田
金
彦
（
一
九
七
六
）
『
観
智
院
本
類
聚
名
義
抄
』
（
天
理
図
書
館

　
　
善
本
叢
書
三
十
二
～
三
十
四
）
天
理
大
学
出
版
部

④
京
都
大
学
文
学
部
国
語
学
国
文
学
研
究
室
（
編
）
（
一
九
五
一
）
『
高

　
　
山
寺
本
類
聚
名
義
抄
』
京
都
大
学
文
学
部
国
語
学
国
文
学
研
究
室

⑤
尾
崎
知
光
（
一
九
八
六
）
『
三
轡
類
聚
名
義
抄
』
（
鎮
国
守
国
神
社
蔵

　
　
本
）
勉
誠
社

《
3
》

⑥
（
財
）
前
田
育
徳
会
経
閣
文
庫
（
編
）
（
二
〇
〇
〇
）
『
色
葉
字
類
抄

　
　
二
　
二
巻
本
』
（
尊
経
閣
善
本
影
印
集
成
十
九
）

⑦
（
財
）
前
田
育
徳
会
経
閣
文
庫
（
編
）
（
一
九
九
九
）
「
色
葉
字
類
抄

　
　
一
　
三
巻
本
』
（
尊
経
閣
善
本
影
印
集
成
十
八
）

⑧
中
田
祝
夫
・
峯
岸
明
（
編
）
（
一
九
六
四
）
『
色
葉
字
類
抄
研
究
並
び

　
　
に
索
引
　
本
文
・
索
引
編
』
風
間
書
房

⑨
東
京
大
学
国
語
研
究
室
（
編
）
（
一
九
八
五
）
『
倭
名
類
聚
抄
京
本

　
　
世
俗
字
類
抄
二
巻
本
」
（
東
京
大
学
国
語
研
究
室
資
料
叢
書
十
三

　
　
巻
）
汲
古
書
院

⑩
古
辞
書
叢
刊
刊
行
会
（
編
）
（
一
九
七
三
）
『
世
俗
字
類
抄
』
古
辞
書

　
　
叢
刊
刊
行
会
（
尊
経
閣
文
庫
蔵
複
製
）

⑪
正
宗
敦
夫
（
編
）
（
一
九
七
八
覆
刻
（
一
九
三
〇
）
）
『
伊
呂
波
字
類

　
　
抄
二
』
（
覆
刻
日
本
古
典
全
集
）
現
代
思
想
社

《
4
》

⑫
中
田
祝
夫
・
林
義
雄
（
編
）
（
｝
九
八
二
）
『
字
鏡
紗
　
天
文
本
　
影

　
　
印
編
』
勉
誠
社

⑬
古
辞
書
叢
刊
刊
行
会
（
一
九
七
四
）
『
字
鏡
抄
』
古
辞
書
叢
刊
刊
行

　
　
会
（
尊
経
閣
文
庫
蔵
）

⑭
築
島
裕
（
主
編
）
（
一
九
八
〇
）
『
字
鏡
（
世
尊
寺
本
）
』
（
古
辞
書
音

　
　
義
集
成
第
六
巻
）
汲
古
書
院

⑮
龍
谷
大
学
仏
教
文
化
研
究
所
（
編
）
（
一
九
八
八
）
『
字
鏡
集
（
上
・

　
　
下
）
』
思
文
閣
出
版

⑯
中
田
祝
夫
・
林
義
雄
（
一
九
七
七
）
『
字
鏡
集
　
寛
元
本
　
影
印
篇

　
　
（
第
二
冊
）
』
勉
誠
社

⑰
中
田
祝
夫
・
林
義
雄
（
一
九
七
七
）
『
字
鏡
集
　
白
河
本
　
影
印
篇

　
　
（
第
一
冊
）
』
勉
誠
社

⑱
（
財
）
前
田
育
徳
会
経
閣
文
庫
（
編
）
（
二
〇
〇
一
）
『
字
鏡
集
四

　
　
二
十
巻
本
・
巻
十
六
～
巻
二
十
』
（
尊
経
閣
善
本
影
印
集
成
二
十

　
　
四
）

【
付
記
】
本
稿
は
、
①
次
の
研
究
成
果
の
一
部
で
も
あ
る
。
科
学
研
究

　
　
費
二
〇
〇
八
・
二
〇
〇
九
年
度
萌
芽
的
研
究
「
古
典
文
芸
作
品
の

　
　
用
語
の
語
義
別
出
現
頻
度
に
関
す
る
調
査
研
究
（
代
表
・
石
井
久

　
　
雄
）
。
②
次
の
授
業
に
お
い
て
安
部
の
指
導
の
も
と
に
行
わ
れ
た

　
　
発
表
に
よ
る
も
の
で
、
古
辞
書
の
確
認
は
安
部
と
行
っ
た
。
学
習

　
　
院
大
学
大
学
院
二
〇
〇
七
年
度
「
日
本
語
学
演
習
」
（
安
部
清
哉
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
く
り
は
ら
・
さ
よ
こ
　
博
士
後
期
課
程
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
あ
べ
・
せ
い
や
　
教
授
）
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